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2021 年スポーツプログラムが終了して（ファミリーの感謝のことば）

ファミリー委員長：松本  直也

　2021 年度の秋プログラムを無事終了できたことに、ファミリーとしては大変うれしく、各ボランティア・スタッフの皆様・支援頂い

た企業等に深く感謝申し上げます。未だコロナ対策を強いられる状態でありますが、ファミリーとして感染予防を徹底し、来期も各プ

ログラムが開催できることを期待しております。

陸上競技（名古屋会場）：伊藤  健一

　陸上競技名古屋会場秋のプログラムは開催数僅か2 回でしたが開催頂いた事と、多くのボラ

ンティアの方々に参加いただいた事に感謝します。また、コーチ 1 人だった事もあって大変だっ

た事を思い出します。プログラム番外編の YMCA インターナショナルチャリティーランもアスリー

トの皆さん、頑張りました。

競泳：深谷  富久美

   自粛生活であまり楽しいこともがなかった1年半。競泳の再開をとても楽しみにしていました。

コーチやアスリートの懐かしい顔に安心し、今まで以上に頑張って練習することができました。

アスリートみんなが時間いっぱい黙 と々泳ぐ姿を見ることができ、大事な時間だなと改めて思い

ました。ありがとうございました。

サッカー（名古屋会場）：松本  直也

サッカープログラムが年間通じて8回無事終了できたことに、ファミリーとしては大変うれしく、

ボランティアの方々・スタッフ・会場を提供していただいた名古屋市立南養護学校に深く感謝申し

上げます。今後もアスリートが無事参加できるよう、ファミリーとして感染予防を徹底していきたい

と思います。

サッカー（豊田会場）：鋤柄  美和

    2021 年秋のサッカー豊田は顔馴染みのアスリート、コーチの方々でスタートしました。しばら

く会えなかった間に身体もプレーも成長したアスリート達は頼もしく感じました。感染対策をした

上でのプログラムは、コーチの方々に練習内容を工夫していただき行えた事を感謝しております。

ありがとうございました。

ボウリングプログラム（星ヶ丘会場）：加藤  公子

   当プログラムは 2021年にプログラム第 30回目を開催いたしました。チーフコーチをはじめボラン

ティアコーチの皆様のご指導の下、マナー・ルールを遵守し、集団行動を身につけることを目標に、

各回 20名～25名が参加し、自己ベストをめざし日々切磋琢磨しています。当プログラムを維持・

発展すべく、コーチ・アスリート・ファミリー一丸となって参ります。ご支援をよろしくお願いいたします。
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2021 年スポーツプログラムが終了して（ファミリーの感謝のことば）

　テニスプログラムの取材に行ってきました。テニスは 10月

17 日（日）から名古屋市緑区の諸の木テニス倶楽部で始まり

ました。ファミリーにお話をお伺いすると、休み中アスリート

は縄跳びや個人で練習をしていたそうです。また、皆さんに会

えて嬉しいなど再開を喜ばれていましたアスリートにお話を伺

うと「プログラムがあると生活が楽しい」、「アドバイスをする

役割があるのでやりがいがある」とのことでした取材日はス

ポーツに最適な天候で、コートにコーチ・ボランティア・アス

リートの活気ある声が溢れていました。

（広報委員会）

＜コーチの感想＞

　テニスプログラムはアスリート、ファミリー、コー

チの方にも、検温、手指消毒、マイボールペン（出欠

記入）等のコロナ感染対策に協力していただき再開し

ました。コートの使用に当たってはコート 1 面にアス

リート、コーチ合わせて8 名までということもあり、

その日の参加人数により、アスリート、コーチをグルー

プ分けしてプログラムを行っています。また、久しぶ

りの開催で体力の戻り方がまちまちでしたので休憩の

回数を多めに取って進めています。コートに入れる人

数が制限されたこともあり、個別のメニューも取り入

れ、アスリートも毎回、元気で楽しくできて、技術的

にもレベルアップ出来たと思います。また、マスクの

使用、ハイタッチをしない、大声をださない、距離感

を保つなど、お願いしたことを皆が守れてアスリート

の成長を感じました。

（テニスプログラム主任コーチ　奥山 卓）

テニスプログラムの紹介

プログラムの様子

ボウリング（鶴舞会場）：前田  浩尚

　最初は体が重そうなアスリートもいましたが、プログラムが進むにつれ動きも軽快にな

り、いつも通りのスコアが出るようになりました。コーチ・ボランティアの皆様には、お

礼申し上げると共に、次回のプログラムも宜しくお願い致します。

バスケットボール：出井  綾子

　バスケットボールプログラムも無事に最終日まで終えることができました。変わらずご

指導下さるコーチの方々にとても感謝しています。コロナ禍もあり登録人数が減りました

が、久しぶりのプログラム開催に、はりきって参加するアスリート達の姿に元気をもらい

ました。最終日は発表会と、コーチ対アスリートの試合等をして盛り上がりました。また

春に会えることを楽しみにしています。

バドミントン：猪飼  陽子

　2 年ぶりのバドミントンプログラム、息子達は本当に楽しそうにシャトルを打ち、右へ

左へとコートの中で動いて（?）いました。早くコロナが収束し、いつもどおりのプログラ

ムが再開されることを祈ります。
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バドミントンプログラムの紹介

愛知学泉短期大学でヤングアスリートプロクラムが開催されました

● 2021年11月13日に愛知学泉短期大学でヤングアスリートプロクラムを開催しました。今回は今年7月の研修会を受けた幼児教育学科・谷

村ゼミナールの学生が企画・運営を行いました。研修会で学んだプロクラム実施にあたっての安全の配慮を考えながら、参加した子どもたち

が楽しめるプロクラムを考えました。

　当日は9名の子ども達に参加していただき、幼児ダンス、カードめくり、サーキットなど子どもと関わりながら楽しい時間を過ごしていました。

今回のこの取り組みを通して、学生たちの感想が届きましたので一部を紹介します。　（愛知学泉短期大学　幼児教育学科　谷村 和秀）

● 研修会で学んだことを生かしながら全員と意見を出し合い、無事当日を迎えることができました。子どもたちは友達や家族と一緒に楽しん

で参加してくれました。知的障がいがあるなしに関わらず誰もが一緒に楽しめる遊びを提供したいという思いで、準備の際、何度もシミュレー

ションを行い、子どもたちの安全への配慮や環境構成などを考えてきました。緊張しましたが、子どもたちの笑顔を見て、私たちも笑顔になり、

一緒に楽しむことが出来ました。保護者の方 と々もお話する機会がありとても貴重な体験をさせていただきました。 （波多野 沙那）

● ヤングアスリートプログラムでは、気になる子が1人参加していました。初めは人見知りもなくとても人懐っこい子でしたが、サーキットを始

めるにあたって、自分がやりたいように行ってしまいました。今回は気になる子が1人だったので、加配として1人つきましたが、そのような子が

複数いた場合、対応方法をよく考えなければいけないと思い

ました。私たちが考えた遊びを子どもたちがとても楽しそう

に遊んでくれて良かったなって思いました。　（柘植 友紀子）

※「加配制度」とは、他児と同じように保育園の生活を送るこ

とが難しい子に大人がつき、生活面や集団参加をサポートし

てくれる制度のことです。

プログラム サーキット

プログラムの様子

　バドミントンプログラムの取材に行ってきました。バドミントンは11月5日

（金）から3回のスケジュールで行われました。いつもと同じ場所で同じ時間

に始まりましたが、アスリートは3名、手指の消毒、ファミリーもマスクをし

て拍手で応援するなどの感染防止対策に気を配る、といったいつもとは少

し違う練習風景でした。

　練習は明るく、楽しく、元気よくいつもと同じように行われていました。2

年ぶりの練習でしたので久しぶりにラケットを握ったアスリートもいるよう

でした。が、練習がすすむにつれてシャトルをコントロールできるようにな

り笑顔がみられるようになりました。当日はプログラムの最終日でしたが、

次回、コロナが収束して 明るく、楽しく、元気よく プログラムが実施できる

ようアスリートもファミリーもコーチも心待ちしているように思いました。

（広報委員会）

＜コーチの感想＞

　バドミントンプログラムは、11 月から３回開催しまし

た。今回は、一人１種目ということもあり、３名のアスリー

トと４名のコーチで行いました。

　２年ぶりのプログラムということで、前回参加していた

アスリートも１回目はなかなか上手くシャトルを打てませ

んでした。２回目からは、人数も少なくコーチと１対１の

練習で練習量も多く、徐々に上手くなって、しっかりとシャ

トルが打てるようになりました。

　最終日の個人スキルテストでは、前回よりも点数は少し

落ちましたが、前回とほぼ同じ点数を取ることができまし

た。久しぶりのプログラムでしたが、とても楽しい時間が

過ごせました。“明るく、楽しく、元気よく” をモットーに、

来年は多くのアスリートと一緒にプログラムができるとい

いなと思っています。

（バドミントンプログラム主任コーチ　山下 輝晃）
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※このニュースレターの印刷は、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社様にご協力
　いただいております。

富士ゼロックス愛知株式会社は2021年4月1日に富士フイルムビジネスイノ
ベーションジャパン株式会社へ社名変更しました。
これからも事業活動を通じて社会課題の解決に継続して貢献していきます。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社
https://www.fujifilm.com/fb/company/fbj

　12 月 5 日（日）刈谷市民ボランティア活動センターで開催された「わがまちのつむぎ場

13」に広報委員 2 名で参加してきました。「わがまちのつむぎ場」は刈谷市内で様々な活

動を行っている団体や市民の皆さんが交流する場です。

　プレゼンでは、SON・愛知の使命・トレーニングや競技会・スポーツ活動・スペシャル

オリンピックスの歴史について紹介しました。交流会では自然観察会・情報教育を行う団

体の詳細を伺うことが出来ました。このような機会を通じ SON・愛知の活動を発信してい

きたいと思います。　

（広報委員会）

SON・愛知  運営委員会便り（議事録抜粋）

刈谷市「わがまちのつむぎ場 13」に SOのブースを出展しました

   ＜12 月 8 日（水）18:00 ～ 堀田事務所から web 会議＞ 

１．ボランティア委員会（八塚委員長）　（1）学校連携について　（2）企業連携について 　（3）新規参加のボランティアについて ボ
ランティア登録、認定コーチ等の手続きを事務局と密に連絡を取る

２．広報委員会（窪田委員長）　（1）NL原稿１月号（12月発行） ①新年のご挨拶（理事長）②プログラムの活動紹介③SONオンライ
ンマラソン2021に参加 ④ YMCAインターナショナルチャリティーラン2021に参加 ⑤愛知淑徳大学生よりXmasカードプレゼン
トの件　（2）NL原稿２月号（1月発行）①プログラムの活動紹介 ②刈谷市「わがまちのつむぎ場13」ブース出展　（3）NL原稿3月
号（2月発行）①プログラムの活動紹介　（4）メルマガの内容について（12/10 第12号配信）　（5）他の広報活動についての提案

３．財務委員会（野々山副委員長）　（1）支援自販機32台の入金状況：12月103,690円、1月からの累計1,058,638円前年比115.7％ 
（2）財務委員会にて次年度の方針決定

４.SP委員会（松田委員長）　（1）冬季スポーツプログラムの募集について　（2）オンラインマラソンについて 11月30日で終了 最
終距離は324,886.98㎞ 多くの皆さんに参加いただきました　（3）NG広島について 1月16日までにクォータ申請 来年7月31日
までにプログラム8回以上必要 これにより春のプログラムを2月から開始 NL 2月号にて募集案内 2月初旬締め切り予定 

５.ファミリー委員会（松本委員長）　（1）ファミリー委員へファミリーの役割についての資料を展開　（2）花と緑と健康のまちづくり
フォーラムの案内　（3）各プログラム最終日にNL用集合写真を撮影　（4）愛知淑徳大学生からのXmasカードのお礼にメッ
セージカードをお返しする

６．事務局（鈴木事務局長）　（1）11月累計の収支報告　（2）2021年度第4回定例理事会報告　（3）東海・北信越ブロック下期ブ
ロック会議の件　（4）ユニクロ様提供のトレーニングウェアの申込状況について　（5）今後の予定 2022年1月12日（水）18時よ
り 運営委員会と第2回ジョギング委員会開催

以上

寄付・協賛  ご協力ありがとうございます！ 2021 年 12 月 30 日 現在

   ◆寄付・協賛  ご協力ありがとうございます。

12 月 22 日 加藤 充 様 寄付金

日　付 名称 / 連絡先（敬称略） 内容

発行 / 公益社団法人 スペシャルオリンピックス日本・愛知
〒467-0827　名古屋市瑞穂区下坂町 2-9 丸美タウンマンション堀田 1 階

TEL:052-882-5150 　FAX:052-882-5160    mail:soaichi@sage.ocn.ne.jp   URL:http://www.son-aichi.jp
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